
テーマ： 災害支援の文化を創造する ～大規模災害対応の共通認識の醸成～

まなぶ つたえる つながるたのしむ

日 時 2023年12月12日（火）13:00～18:00（交流会 18:30～20:00）
 2023年12月13日（水）10:30～16:30

会 場 KFC Hall 東京都墨田区横網 1-6-1 国際ファッションセンタービル（両国）

参加対象 災害時に被災者支援に関係する団体・機関、行政機関及び公的機関、
 社会福祉協議会、大学・研究所、企業・業界団体、労働組合・協同組合、
 青年会議所、日本赤十字社、共同募金会、市民団体（NPO・NGO）、

               中間支援組織、自助グループ・当事者団体、自主防・自治会・町内会、
               国際機関、職能団体（医療・福祉・法律関連等）、災害支援に関心のある方等

参加費 12,000円 （ 2日間 ）

主 催 認定NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）

共 催 内閣府政策統括官（防災担当）
 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援P）

後 援 復興庁、総務省消防庁、厚生労働省、国土交通省、環境省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、北海道、
 岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、新潟県、石川県、長野県、静岡県、岡山県、
広島県、香川県、愛媛県、福岡県、佐賀県、熊本県、大分県、日本災害復興学会、日本財団、
阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

協 賛

事前申込制：締め切り1２/１
以下のwebサイトより
お申込みください！

https://jvoad-forum.jp/

＊あいうえお順/10月１０日時点：順次掲載予定

＊10月1日時点：その他依頼中あり

参加申し込み開始！

https://jvoad-forum.jp/
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会場案内

【会場】 KFC Hall 東京都墨田区横網 1-6-1 

 国際ファッションセンタービル（東京都墨田区横網１丁目６番１号）

【最寄り駅】 都営地下鉄大江戸線 両国駅（A1 出口）徒歩0分 

   JR 総武線 両国駅（東口・西口）徒歩約7分
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※本フォーラムの一部は、独立行政法人福祉医療機構（WAM）の令
和5年社会福祉振興助成事業〈モデル事業〉「災害時の官民連携体制
を検証・改善するための訓練プログラム開発事業」による助成金によ
り実施しております。

※交流会は別途参加料が必要となります

【 JVOADについて 】
JVOADは、東日本大震災での経験を踏まえ設立した組織です。2016年11月に法人化、2019年12月には認定

NPO法人として認定されました。準備会の段階であった2015年関東・東北豪雨では官民連携の萌芽的な取り組みに
尽力し、2016年熊本地震以降は、大規模災害が発生する度に現地に入り、支援活動を行っています。被災地では地
域、分野、セクターを超えた関係者同士の「連携の促進」「支援環境の整備」「支援者間の調整（コーディネーション）」の
実践に取り組んでいます。私たちはこの活動を通じて将来の災害に対する脆弱性を軽減することに貢献します。

お問合せ

認定NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク フォーラム事務局 （担当：小竹/石井）

電話： 080-5961-9213 ／ メールアドレス：  forum@jvoad.jp
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